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学会参加の皆様へ

Ⅰ．参加受付のご案内
1．当日登録
会場での登録
場　所：ロイトン札幌　3F ホワイエ
時　間：6月 17 日（土）8：15～18：00 / 6 月 18 日（日）7：30～13：30
参加費：一般 20,000 円

初期研修医・医学部学生
 無料（研修医の方は指導医の署名、学生の方は学生証の提示が必要です。）
同伴者 3,000 円（参加者の配偶者。展示会場にご入場可能です。）
コメディカル 3,000 円（看護師・薬剤師）
特別会員 無料。招待者受付にお立ち寄りください。

・当日登録カードに必要事項をご記入の上、参加費を添えてお申し込みください。
（お支払いは現金のみ受け付けます。）
・参加証（ネームカード（領収書付））をお受け取りの上ご入場ください。
・参加登録をいただけば、現地参加、オンライン参加のいずれも可能です。
・  本大会では、学会参加者に参加記念品をご準備しております。ネームカード下部の引換券と引き換えで、
コングレスバッグ・記念品配布窓口（3F ホワイエ）にて、先着1000名の方にお渡しいたします。また、
現地での配布で残が生じました場合には、オンライン聴講者の皆様にも、参加登録の早い順で、会期後
に郵送させていただきます。

オンライン参加登録
2023 年 6 月 18 日（日）12：00 まで、大会ホームページ（https://jocd39.jp/）にて受付をしています。
大会ホームページよりお手続きください。

2．事前登録
オンラインでお申し込みいただいた方
現地参加される場合は、オンライン上（マイページ）より「ネームカード引換書」を発行の上、受付へご
持参ください。受付にて参加証をお渡しいたしますので、記名の上、会場内では必ず着用してください。
FAXでお申し込みいただいた方
郵送しました参加証（ネームカード）をご持参ください。受付付近に、ネームホルダーを設置しています
ので、お取りいただき、ご入場ください。

3．プログラム・抄録集
会員には事前配布しています。ご希望の方は一部 2,000 円で購入いただけます。

4．単位

【日本皮膚科学会　皮膚科専門医の方】
学会場での後実績単位登録には日本皮膚科学会の会員証が必要です。必ずご持参ください。

・機構認定専門医制度による後実績単位
本大会で聴講単位が認められているセッションは下記のとおりです。
　特別講演 1～3、シンポジウム 1～30、乾癬・アトピー性皮膚炎の分子標的薬安全対策講習会
 各 1 単位
　学校保健・在宅医療委員会コラボセッション、勤務医部会セッション、コメディカルシンポジウム
 各 2 単位
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特別講演 3、シンポジウム 15 は共通講習となります。
共通講習単位は、現地での聴講者のみに単位付与されます。オンライン参加では取得できませんので、
ご注意ください。
※該当セッションの座長・演者であっても同様に、聴講単位付与には受付が必要です。

◆学会場での取得：  聴講単位が認められているセッションの会場前で受付をいたします。受講者は、会
員証をご持参のうえ、セッション開始 30 分前から開始後 15 分以内に受付手続きを
してください。受付時間外の登録は一切受け付けませんのでご注意ください。該当
セッションの座長・演者であっても同様に、聴講単位付与には受付が必要です。

◆オンライン聴講に  よる取得：聴講単位が認められているセッションについて、開始～終了まで視聴い
ただいた聴講ログを元に、会期 1か月後以降に付与します。後程、ご自身の日本皮
膚科学会マイページにてご確認ください。
聴講ログの付け方は、聴講開始時（セッション開始 30 分前から開始後 15 分以内ま
での間）に聴講画面内の「入室」ボタンを、また、聴講が終了しましたら「退室」
ボタンを押してください。

・学会制度による専門医後実績の取得
◆学会場での取得：  受付時間は下記の通りとなります。下記時間内に受付をした方に後実績10単位を付

与します。必ず時間内に手続きをお済ませください。
6月 17 日（土）8：15～18：00 / 6 月 18 日（日）7：30～12：00

◆オンライン聴講に  よる取得：会期中にいずれか 1セッションを聴講ください。聴講は聴講ログで確認
をさせていただきます。聴講ログの付け方は、聴講開始時（セッション開始30分前
から開始後 15分以内までの間）に聴講画面内の「入室」ボタンを、また、聴講が終
了しましたら「退室」ボタンを押してください。
会期後、1講演以上のセッション開始～終了までの聴講記録が確認できた場合、後
実績10単位を付与します。後程、ご自身の日本皮膚科学会マイページにてご確認く
ださい。

・日本医師会生涯教育講座単位
◆学会場での取得：  日本医師会会員の方は、日本医師会生涯教育講座単位を取得できます。当日ご来場

の際に、セッション開始 30 分前から開始後 15 分以内に各講演会場前に設置された
「日本医師会生涯教育制度参加証」をお取りください。参加証は各県医師会への申請
の際に必要となります。お取り忘れや紛失には対応できかねますので、大切に保管
いただきますようお願いいたします。
なお演題によって取得可能なカリキュラムコードと単位数が異なります。詳細は大
会ホームページで後日ご案内いたしますとともに、当日テイクフリーコーナーにカ
リキュラムコード一覧表を設置いたしますのでご確認ください。

◆オンライン聴講に  よる取得：会期終了後、8月 31日（木）までに下記項目をお知らせください。視聴
ログを確認のうえ、該当の参加証をお送りいたします。
・参加者氏名（漢字・フリガナ）
・ご所属
・参加状況
（例、特別講演 1、ランチョンセミナー 2、のように参加されたセッション名をお知
らせください。）
視聴ログの確認ができない場合はご希望をいただきましても、参加証をお送りする
ことはできませんのでご注意ください。

　各日のカリキュラムコード：6月 17 日（土）0、4、7、9、12、15
6 月 18 日（日）1、2、4、6、9、10、11、15
各演題のカリキュラムコードは、大会HPまたは、当日のテイクフリー
コーナーよりご確認ください
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Ⅱ．当日の Live 配信について
当日、現地（ロイトン札幌）にお越しいただけない場合でも、ご自宅やご所属先にてオンラインで学会に
ご参加いただけます。会期中は、日程表と同日・同時刻にご講演内容を配信させていただきます。お手元
に日程表をご準備のうえ、下記手順でご覧ください。
1．  大会ホームページの「LIVE配信視聴はこちら」をクリックしてください。
2．  登録完了のお知らせメールまたは郵送しました参加証兼領収書に記載の聴講用ID/パスワードでログイ
ンしてください。

3．  会場名が表示されますので、ご希望のセッション会場をクリックしますと、その時間にその会場で行わ
れている講演をご覧いただけます。

＊  対象は演者および共催企業の許可をいただけたセッションとなります。詳しくは大会ホームページより
ご確認ください。
※  複数デバイスで同時に聴講を行うと、聴講ログの記録が正しく残らない場合がありますので、デバイス
は 1つとしてください。

Ⅲ．懇親会のご案内
懇親会は中止とさせていただきますが、6月 17 日（土）イブニングセミナー終了後（19：00～）より 3F
ホワイエに、ワイン等のお飲み物、軽食をご準備いたします。参加者の皆様の語らいの場としてご利用く
ださい。

Ⅳ．学術ポスター展示のご案内
1）紙ポスター展示
供覧時間：6月 17 日（土）12：00～19：00 / 6 月 18 日（日）8：00～13：30
ポスター討論時間：6月 17 日（土）19：00～19：20（自由討論）※マスクの着用にご協力ください。
会場：3F ロイトンホールC・D
詳細は、プログラム・抄録集 p. 465～「一般演題」をご参照ください。
ポスター発表者は、ポスター前にて発表者リボンを付けて待機ください。

2）デジタルポスター展示
供覧時間：6月 17 日（土）9：00～6 月 18 日（日）17：00
大会ホームページの Live 配信サイト内でご覧いただけます。発表者へのご質問は質問チャットに投稿
ください。なお、投稿された質問は、全ての質問に必ず回答させていただくことを保証するものではご
ざいませんので、あらかじめご了承ください。

3）ポスター賞について（公益財団法人マルホ・高木皮膚科学振興財団協賛）
本大会では、一般演題で優秀と認められたポスターに対し、最優秀演題賞 1演題ならびに優秀演題賞 3
演題を選考し授与します。受賞者発表は、6月 18 日（日）特別講演 3に引き続き、12：25 から第 1会
場で行います。
会場にお越しの受賞者の先生は、ステージ上にて表彰式を行います。（当日お越しになれない方には、
後日、賞状を郵送させていただきます）。

Ⅴ．企業展示・書籍展示のご案内
日時：6月 17 日（土）9：00～18：00 / 6 月 18 日（日）9：00～13：30
会場：3F ロイトンホールC・D（書籍展示は 2Fホワイエで行います。）
詳細は、「企業展示会場のご案内」をご参照ください。

Ⅵ．ドリンクコーナーのご案内
企業展示会場（3F ロイトンホールC・D）にドリンクと北海道の銘菓をご用意しております。ご自由にお
召し上がりください。
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Ⅶ．各種スポンサードセッションのご案内
モーニング、ランチョン、スイーツの各セミナーではお食事・お飲み物・お菓子をご準備いたします。
全てのセミナーで、整理券の配布はございません。

Ⅷ．質疑をされる皆様へ
発言は全て座長の指示に従い、マイクを用いて、所属・氏名を述べてから行ってください。
【オンライン参加の場合】
オンライン視聴ページ内に質問掲示板がございます。そちらからご投稿ください。座長がピックアップし
て、演者へ質問をいたします。（全ての質問に回答できるわけではございませんのでご了承ください。）

Ⅸ．その他のご案内
・緊急連絡
学会本部あるいは総合受付までお申し出ください。
電話の場合はロイトン札幌（TEL：011-271-2711（代表））にお電話いただき、「第 39 回日本臨床皮膚科
医会総会 学会本部（2F クリスタルルームD）」とご依頼ください。
・クローク
2F、3F ホワイエのホテル既設クロークをご利用ください。
各日ともにお引き取り忘れのないようお願いいたします。

お預かり時間：6月 17 日（土）8：15～19：30
　　　　　　：6月 18 日（日）7：30～15：20

・携帯電話
会場内では電源をお切りになるか、マナーモードに設定してください。
・呼び出し
原則として会場内での呼び出しは行いません。3F 総合受付付近に設置の伝言板をご利用ください。緊急
の場合のみ場内のスライドの投影を行います。
・  講演会場、Live 配信ページ（デジタルポスター閲覧ページも含む）におきまして、写真撮影・動画の撮
影、録音、スクリーンショットの記録等は、著作権保護および個人情報保護の観点から全面的に禁止を
させていただきます。ただし、事前に学会事務局へ申請されて許可を得た方に限っては、撮影・録音・
録画等を認めます。
・会場内の施設、室内は全て禁煙です。
・駐車場
駐車スペース（有料）には限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用いただきますようご
協力をお願いいたします。無料券、割引券の取り扱いは行っておりませんので、ご了承ください。
・託児室
会期中、会場内に設置いたします。ご利用を希望される場合、事前のお申込みをお願いいたします。
お申し込み方法等詳細は、大会ホームページ（https://jocd39.jp/）をご参照ください。

Ⅹ．オンデマンド配信
本大会では、共催セミナーを除く各講演の録画映像および、デジタルポスターを会期後 1か月間、オンデ
マンド配信をいたします。（オンデマンド配信視聴による単位の付与はございません。）
配信期間：7月 3日（月）正午～8月 2日（水）17：00
【視聴方法】
1．  大会ホームページへログインの上、「オンデマンド配信視聴はこちら」をクリックしてください。
2．参加証（ネームカード）に記載の IDとパスワードでログインしてください。
3．ご希望のセッションをクリックすると、該当の講演をご覧いただけます。
＊  対象は演者の許可をいただけたセッションとなります。詳しくは大会ホームページよりご確認くださ
い。
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＊  会期中までの参加登録が必須となります。会期後、オンデマンド配信のみのお申し込みはできません
のでご注意ください。

Ⅺ．ハンズオンセミナー
1．ハンズオンセミナー「奥深い化粧品入門」（Live 配信はありません）
日時：6月 17 日（土）13：20～14：20
会場：ロイトン札幌　20F パールホールA・B
共催：株式会社アルビオン
定員：20 名（現地参加のみ）

座長：氏家　英之（北海道大学）
演者：鈴木　翔多朗（株式会社アルビオン）
内容の詳細はプログラム・抄録集 P. 401～をご参照ください。

＊  参加をご希望の方は大会ホームページ上のバナーよりお申込みください。（https://jocd39.jp/）
＊  セミナーに参加をされる場合は、別途、本大会への参加登録が必要です。（https://jocd39.jp/regist_
part.html）

2．イブニングセミナー 3「体験型セミナー！巻き爪治療 新時代の幕開け」
日時：6月 17 日（土）18：00～19：00
会場：ロイトン札幌　2F リージェントホール（第 3会場）
共催：マルホ株式会社
定員：100 名（現地参加者）。Live 配信に定員はございません。

座長：常深　祐一郎（埼玉医科大学）
演者：「巻き爪治療法の up-to-date」
　　　高山　かおる（済生会川口総合病院）
　　　「巻き爪矯正治療の実際とこれから」
　　　稲坂　優（医療法人梶の葉会稲坂医院）
内容の詳細はプログラム・抄録集 P. 456～をご参照ください。

＊Live 配信での参加も可能です。
＊  参加をご希望の方は大会ホームページ上のバナーよりお申込みください。（https://jocd39.jp/）
＊  セミナーに参加をされる場合（Live配信含む）は、別途、本大会への参加登録が必要です。（https://
jocd39.jp/regist_part.html）
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学会特別企画「なにこれ」セレクション

　「なにこれ？」「へぇ～」＜1枚の臨床写真から＞の歴史が始まったのは 2010 年。日本臨床皮膚科医会雑誌 27
巻 1号から連載を開始し、毎号多彩な症例が掲載されています。見開き 2ページで、1ページめには臨床写真と
現病歴とコメント、2ページめには確定診断とコメントを記すという読み切り形式（投稿規定は下記）で、多く
の読者に親しまれてきました。
　日常診療の中で病名が確定できず「これ、なんだろう？」と思い、後で確定診断がついた時に「なるほどね、
そうだったんだ～」「へぇ～」と目から鱗が落ちた症例を毎号募集しており、炎症性疾患から腫瘍性疾患まで多
岐にわたる症例が掲載されてきました。募集要項には「学会に報告するような新しい知見がなかったり、おも
しろいんだけど病理組織写真がなくて学会発表に至らず埋もれているような症例」とありますが、実際に日常
診療では学会発表に繋がる症例よりも、このような症例の方が数多く経験します。皆様も、日々の「なにこれ？」
に皮膚科の奥深さを感じ、様々な考えを巡らせ「へぇ～」と診断に至った時に皮膚科診療の醍醐味を味わって
いるのではないでしょうか？本コーナーでは、過去に掲載された論文の中から厳選した症例を展示しています。
珠玉の「なにこれ？」「へぇ～」をお楽しみ下さい。
　また、会場には、本大会実行委員が持ち寄ったオリジナル「なにこれ？」も展示しております。こちらは来
場者参加型のクイズ形式で、診断名を解答用紙に書いて答案回収箱に投函していただきます。成績上位者には
豪華景品を用意しておりますので、奮って御参加下さい。

▼「なにこれ？」「へぇ～」の投稿規程
　①　写真は 1～3枚まで（臨床写真、組織像、参考となる他の症例写真など）
　②　現病歴およびそのコメントは 500 字程度まで
　③　解説文は、紹介先のコメントがあった場合はそれも含めて 1,000 字程度
　④　参考文献は必要なものにとどめ 3編程度で
　⑤　著者名、所属、連絡先住所
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学会特別企画　こんなにあります患者会

　本企画「こんなにあります患者会」は、様々な患者会の活動内容を皮膚科医の皆様に知っていただくための
企画で、皮膚科に関係のある疾患の患者会の皆様に可能な限り連絡を取り、今まで皮膚科関連学会に参加した
ことのない団体にも多数御参加いただいております。
　患者会には、様々な役割があります。患者や患者家族に対しては、同じ疾患を持つ者同士による相互扶助組
織としての役割を持ち、社会に対しては、患者にしか知り得ない経験を通じて、生活の支障となる物理的な障
害や精神的な障壁を取り除き、より良い社会を作る礎となる役割を持ちます。また、我々皮膚科医にとっても
重要な役割を持っています。
　近年の皮膚科学の発展により様々な疾患に治療の選択肢が増えましたが、全ての患者さんを治療できるわけ
ではありません。皮膚科疾患は、他人の目につく部位に症状が出現する場合が多く、周囲から偏見に晒される
ことがあります。また、外界とのインターフェースである皮膚に症状があるため、その疾患を持つ者しか知り
得ない悩みや不自由があります。しかし、忙しい日常診療では、患者さん一人一人の悩みまで掬い上げること
はできません。患者会には、この皮膚科医の力が及びにくい、微に入り細を穿つ心の救済を行う役割があり、
協力することで相補的に患者さんの治療を行うことができます。
　我々臨床家は、直接触れ合った患者さんとのコミュニケーションを通じて色々な気付きを得て、成長します。
今回、今までにないほど多数のブース出展（プログラム・抄録集 513 ページ参照）やパネル展示があり、直接
患者さん達の声を読み聞きすることができます。御来場下さった先生方が患者さんに患者会を紹介することに
よって、それぞれの病に苦しんでいる患者さんの心の支えになればと考えております。皆様の御来場をお待ち
しております。

くみーむ　遺伝性血管性浮腫患者会
北海道ベーチェット病友の会
ペンタスの会（多発性筋炎・皮膚筋炎患者会）
再発性多発軟骨炎（RP）患者会
全国色素性乾皮症XP連絡会
NPO法人表皮水疱症友の会DebRA Japan
PPP community（掌蹠膿疱症コミュニティ）
魚鱗癬の会 ひまわり
日本乾癬患者連合会
サルコイドーシス友の会
日本エーラスダンロス症候群協会

JAAC 日本円形脱毛症コミュニケーション
NPO法人円形脱毛症の患者会
先天性縮毛症/乏毛症ネットワーク　冠花の会
NPO法人ASPJ（Alopecia Style Project Japan）
特定非営利活動法人日本オスラー病患者会
特定非営利活動法人 血管腫・血管奇形の患者会
ランゲルハンス細胞組織球症（LCH）患者会
メラノーマ患者会【Over The Rainbow】
TSつばさの会 結節性硬化の子を持つ親の会
シェスタ会/乳房外パジェット病患者会

学会参加の皆様へ



6月17日（土） 第1会場 3F ロイトンホールA・B

総会・開会の辞 9：00～9：50

特別講演1 9：55～10：55
座長：氏家 英之（北海道大学）

SL1 遺伝子検査が開く、遺伝性皮膚疾患の新時代 名古屋大学 皮膚科 秋山 真志

特別講演2 11：00～12：00
座長：矢口 均（大泉皮膚科クリニック）

SL2 新時代の医療―安全・安心と信頼関係の構築― 公益社団法人日本医師会 会長 松本 吉郎

ランチョンセミナー1 12：10～13：10
アトピー性皮膚炎治療の最前線～IL-13の役割とは？～

座長：椛島 健治（京都大学）
高橋 健造（琉球大学）

LS1-1 アドトラーザⓇの臨床成績～グローバル試験からみる安全性と有効性～
獨協医科大学 皮膚科 井川 健

LS1-2 これからのアトピー性皮膚炎における治療戦略～アドトラーザⓇの位置づけとは？～
JCHO中京病院 皮膚科 小寺 雅也

〈共催：レオファーマ株式会社マーケティング本部〉

シンポジウム1 13：20～14：20
治らない蕁麻疹をどう扱うか？

座長：千貫 祐子（島根大学）
神谷 崇文（美しが丘じんぼ皮膚科）

SY1-1 難治性蕁麻疹への対応法 広島大学 皮膚科 田中 暁生
SY1-2 蕁麻疹様の皮疹を呈する皮膚疾患 埼玉医科大学総合医療センター 皮膚科 福田 知雄

シンポジウム8 14：30～15：30
これからの脱毛症診療

座長：下村 裕（山口大学）
高橋 英俊（高木皮膚科診療所）

SY8-1 これからの円形脱毛症治療 東京医科大学 皮膚科 原田 和俊
SY8-2 これからの先天性脱毛症診療 奈良県立医科大学 皮膚科 新熊 悟



スイーツセミナー1 15：40～16：40
新時代の無汗症・多汗症診療

座長：浅野 善英（東北大学）

SS1-1 大学病院での発汗障害診療 神戸大学 皮膚科 福本 毅
SS1-2 新時代に乗り遅れない：変容する多汗症診療に対する行動とは

池袋西口ふくろう皮膚科クリニック（東京都豊島区） 藤本 智子
〈共催：科研製薬株式会社〉

文化講演 16：50～17：50
座長：藤田 靖幸（市立札幌病院）

CL 医療現場でも役立つ！コミュニケーションが生むチーム力
2022 年北京五輪女子カーリング日本代表 ロコ・ソラーレ

イブニングセミナー1 18：00～19：00
Step into POSSIBILITYその一歩は、新しい未来へ

座長：有田 賢（小林皮膚科クリニック）
五十嵐 敦之（いがらし皮膚科東五反田）

ES1-1 全身療法導入前に見直しておきたいアトピー性皮膚炎治療の3つの基本
野村皮膚科医院（横浜市） 野村 有子

ES1-2 3年経って見えてきたオルミエントが効く患者、効かない症状 辻クリニック（神戸市） 辻 正孝
〈共催：日本イーライリリー株式会社〉

6月17日（土） 第2会場 2F エンプレスホール

ランチョンセミナー2 12：10～13：10
これで解決！痒疹治療の診療ポイント

座長：波多野 豊（大分大学）

LS2-1 痒みを伴う皮膚疾患における血小板活性化因子（PAF）の役割
京都府立医科大学 皮膚科 峠岡 理沙

LS2-2 痒みの治療戦略～慢性特発性蕁麻疹治療を中心に～ 東京医科大学 皮膚科 伊藤 友章
〈共催：田辺三菱製薬株式会社/帝國製薬株式会社〉

シンポジウム2 13：20～14：20
皮膚瘙痒症と痒疹：ひと味違う治療

座長：片桐 一元（獨協医科大学埼玉医療センター）
遠藤 元宏（やまはな皮フ科クリニック）

SY2-1 サイトカインから読み解くかゆみ診療 浜松医科大学 皮膚科 本田 哲也
SY2-2 神経から読み解くかゆみ診療 東京慈恵会医科大学 皮膚科 石氏 陽三



シンポジウム9 14：30～15：30
帯状疱疹：マネジメント力を磨く

座長：安元 慎一郎（安元ひふ科クリニック）
三浦 俊祐（三浦俊祐・貴子皮膚科）

SY9-1 帯状疱疹関連痛に寄り添って スキンクリニック K（札幌市） 堀江 啓太
SY9-2 帯状疱疹診療のマネジメント 愛知医科大学 皮膚科 渡辺 大輔

スイーツセミナー2 15：40～16：40
乾癬治療に新しい道すじを

座長：森実 真（岡山大学）
本田 哲也（浜松医科大学）

SS2-1 ソーティクツⓇは「そーっと」見過ごす薬？それとも「そーとう」使える薬？
～乾癬の新規治療薬ソーティクツⓇに期待する事～ 東海大学 皮膚科 山﨑 文和

SS2-2 どうつかうソーティクツⓇ～新たな内服療法への期待～ 群馬大学 皮膚科 安田 正人
〈共催：ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社〉

イブニングセミナー2 18：00～19：00
発売2年からみえたドボベットⓇフォームの可能性

座長：江藤 隆史（あたご皮フ科/東京逓信病院）
大久保 ゆかり（東京医科大学）

ES2-1 ドボベットⓇフォームのエビデンスからみる可能性 帝京大学 皮膚科 多田 弥生
ES2-2 ドボベットⓇフォームの登場による尋常性乾癬治療の可能性と期待

高木皮膚科診療所（帯広市） 高橋 英俊
〈共催：レオファーマ株式会社/協和キリン株式会社〉

6月17日（土） 第3会場 2F リージェントホール

ランチョンセミナー3 12：10～13：10
稀な炎症性皮膚疾患を見逃さないためのポイント

座長：金澤 伸雄（兵庫医科大学）

LS3-1 化膿性汗腺炎の場合 九州大学病院 油症ダイオキシン研究診療センター 辻 学
LS3-2 壊疽性膿皮症の場合 三重大学 皮膚科 山中 恵一

〈共催：アッヴィ合同会社〉

シンポジウム3 13：20～14：20
乾癬：結局、どうしてますか？

座長：照井 正（日本大学総合科学研究所）
本間 大（旭川医科大学）

SY3-1 大学病院における乾癬診療 帝京大学 皮膚科 鎌田 昌洋
SY3-2 病院勤務医のなすべき役割～乾癬編～ JR 札幌病院 皮膚科/北海道大学 皮膚科 伊藤 圭
SY3-3 開業医はもっと積極的に乾癬を治したい 日野皮フ科医院（福津市） 日野 亮介



シンポジウム10 14：30～15：30
膠原病：最近の進歩と臨床への還元

座長：茂木 精一郎（群馬大学）
岸部 麻里（旭川医科大学）

SY10-1 強皮症：最近の知見 東北大学 皮膚科 浅野 善英
SY10-2 皮膚筋炎の自己抗体別トピックス 東京医科歯科大学 皮膚科 沖山 奈緒子
SY10-3 SLE診療の進歩 JCHO中京病院 皮膚科 小寺 雅也

スイーツセミナー3 15：40～16：40
爪白癬外用治療のコツ

座長：原田 和俊（東京医科大学）
高橋 英俊（高木皮膚科診療所）

SS3-1 爪白癬の診断と最近の海外での疫学から見える景色
帝京大学ちば総合医療センター 皮膚科 佐藤 友隆

SS3-2 ルコナックⓇの「新しい時代への飛躍」を目指して さとう皮膚科（東京都杉並区） 佐藤 俊次
〈共催：佐藤製薬株式会社/サンファーマ株式会社〉

イブニングセミナー3（ハンズオンセミナー） 18：00～19：00
体験型セミナー！巻き爪治療新時代の幕開け

座長：常深 祐一郎（埼玉医科大学）

ES3-1 巻き爪治療法の up-to-date 済生会川口総合病院 皮膚科 高山 かおる
ES3-2 巻き爪矯正治療の実際とこれから 稲坂医院（東海市） 稲坂 優

事前登録制：大会ホームページ（https://jocd39.jp/）からお申し込みください。
席に空きがある場合は、当日の参加お申し込みも受け付けいたします。

〈共催：マルホ株式会社〉

6月17日（土） 第4会場 2F ハイネスホール

ランチョンセミナー4 12：10～13：10
アトピー性皮膚炎におけるShared decision making（SDM）とPRO

座長：茂木 精一郎（群馬大学）
秀 道広（広島市立広島市民病院）

LS4-1 小児アレルギーエデュケーター薬剤師によるSDM支援とは？
すずらん調剤薬局（亀山市） 上荷 裕広

LS4-2 アトピー性皮膚炎におけるPROの活用～軽症例での活用も踏まえて～
ちとふな皮膚科クリニック（東京都世田谷区） 江畑 俊哉

〈共催：大塚製薬株式会社メディカル・アフェアーズ部〉



シンポジウム4 13：20～14：20
遭遇するかも？皮膚科医がみつける社会問題

座長：大塚 篤司（近畿大学）
佐藤 英嗣（帯広厚生病院）

SY4-1 気になる子、気になる家族～その背景を考えて地域につなぐことで次の虐待を防ぐ～
函館中央病院 小児科 石倉 亜矢子

SY4-2 Psychodermatology：皮膚科診察室を訪れる心を病む患者
北海道大学 神経病態学分野精神医学教室 橋本 直樹

シンポジウム11 14：30～15：30
皮脂欠乏症治療を再考する

座長：江藤 隆史（あたご皮フ科/東京逓信病院）
安部 正敏（札幌皮膚科クリニック）

SY11-1 皮脂欠乏症診療の手引き2021について いがらし皮膚科東五反田（東京都品川区） 五十嵐 敦之
SY11-2 皮脂欠乏症の病態・治療メカニズムUp to date 川崎医科大学 皮膚科 青山 裕美

スイーツセミナー4 15：40～16：40
アトピー性皮膚炎治療を考える

座長：猪又 直子（昭和大学）
藤澤 康弘（愛媛大学）

SS4-1 アトピー性皮膚炎のかゆみ 東京慈恵会医科大学 皮膚科 石氏 陽三
SS4-2 コレクチム軟膏をどう使いこなすか

ひふのクリニック人形町（東京都中央区）/東京慈恵会医科大学 上出 良一
〈共催：鳥居薬品株式会社〉

イブニングセミナー4 18：00～19：00
アトピー性皮膚炎Up to Date

座長：杉浦 一充（藤田医科大学）
佐藤 伸一（東京大学）

ES4-1 アトピー性皮膚炎治療における小児・移行期医療の重要性
国立成育医療研究センター・アレルギーセンター 大矢 幸弘

ES4-2 アトピー性皮膚炎治療における「皮疹ゼロ」と「かゆみゼロ」の達成に向けて
関西医科大学 皮膚科 谷崎 英昭
〈共催：アッヴィ合同会社〉



6月17日（土） 第5会場 2F クリスタルルームA

ランチョンセミナー5 12：10～13：10
帯状疱疹関連痛

座長：天谷 雅行（慶應義塾大学）

LS5-1 帯状疱疹の病態と痛みの残り方 福岡大学 皮膚科 今福 信一
LS5-2 帯状疱疹関連痛に対する治療ストラテジー―オピオイド鎮痛薬の位置づけ―

順天堂大学 麻酔科学・ペインクリニック講座 井関 雅子
〈共催：日本臓器製薬〉

シンポジウム5 13：20～14：20
皮膚悪性腫瘍の最前線

座長：神人 正寿（和歌山県立大学）
宇原 久（札幌医科大学）

SY5-1 がんゲノム診断と治療戦略
北海道大学病院 がん遺伝子診断部/北海道大学病院 腫瘍内科 木下 一郎

SY5-2 メラノーマのバイオマーカー最前線 熊本大学 皮膚科 福島 聡

シンポジウム12 14：30～15：30
自己免疫性水疱症：次の一手

座長：氏家 英之（北海道大学）
芝木 晃彦（芝木皮ふ科医院）

SY12-1 自己免疫性水疱症：次の一手（内服編） 北海道大学 皮膚科 泉 健太郎
SY12-2 難治性天疱瘡に対するリツキシマブ 東京女子医科大学 皮膚科 山上 淳
SY12-3 自己免疫性水疱症に対する二重膜濾過血漿交換（DFPP）と大量ガンマグロブリン静注（IVIG）

併用療法 順天堂大学 皮膚科 平澤 祐輔

スイーツセミナー5 15：40～16：40
座長：江藤 隆史（あたご皮フ科/東京逓信病院）

SS5 どうする帯状疱疹？～行動経済学を応用した予防ワクチンの勧め方～
医療法人 外山皮膚科（日南市） 外山 望

〈共催：グラクソ・スミスクライン株式会社〉

イブニングセミナー5 18：00～19：00
実は身近に潜んでいる重篤な皮膚疾患

座長：本間 大（旭川医科大学）

ES5-1 開業医で膿疱をみつけたらどうする？ 日野皮フ科医院（福津市） 日野 亮介
ES5-2 病診連携が必要な身近に潜んでいる重篤な皮膚疾患（膿疱症）

一宮市立市民病院 皮膚科 満間 照之
〈共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社医薬開発本部〉



6月17日（土） 第6会場 2F クリスタルルームB

ランチョンセミナー6 12：10～13：10
多汗症が生み出す負のスパイラル脱却のために

座長：横関 博雄（横関皮膚科クリニック）
岸部 麻里（旭川医科大学）

LS6-1 原発性腋窩多汗症患者における『5％→50％→90％』医師と患者のセレンディピティ（ワキ汗
患者0人からのマネージメント） 佐々木皮膚科（盛岡市） 佐々木 豪

LS6-2 多汗症治療に対するセカンドエフォート～患者と考えるニーズに合う治療とは～
菅井皮膚科パークサイドクリニック（宇都宮市） 菅井 順一

〈共催：マルホ株式会社〉

シンポジウム6 13：20～14：20
デジタルに強くなれ！

座長：阿部 理一郎（新潟大学）
中村 裕之（市立釧路総合病院）

SY6-1 皮膚科診療のデジタルトランスフォーメーション：AI が導く世界
信州大学 皮膚科 古賀 弘志

SY6-2 皮膚科学教育系YouTuber になってみた 旭川医科大学 皮膚科 山本 明美

勤務医部会セッション 14：30～16：40
持続可能な勤務医の新時代

座長：沢田 泰之（東京都立墨東病院）
中村 裕之（市立釧路総合病院）

HP-1 ひと味違う地域中核病院の皮膚科医 市立釧路総合病院 皮膚科 中村 裕之
HP-2 勤務医の学びと成長 北見赤十字病院 皮膚科 飯沼 晋
HP-3 楽じゃなくとも楽しいを目指す勤務医ライフ in 函館 函館中央病院 皮膚科 堀田 萌子
HP-4 持続可能な皮膚科地域医療 砂川市立病院 皮膚科 鎌田 麻子
HP-5 市立旭川病院における皮膚科診療状況：皮膚科の役割と課題についての考察

市立旭川病院 皮膚科 坂井 博之
HP-6 勤務医の新時代を希望して 国立病院機構北海道医療センター 皮膚科 廣﨑 邦紀

イブニングセミナー6 18：00～19：00
座長：室田 浩之（長崎大学）

ES6 原発性局所多汗症治療における新薬の展望
横関皮膚科クリニック（丸亀市）/東京医科歯科大学 名誉教授 横関 博雄

〈共催：久光製薬株式会社〉



6月17日（土） 第7会場 2F クリスタルルームC

ランチョンセミナー7 12：10～13：10
乾癬の治療シークエンスを再考する～オテズラ錠の有用性と患者ベネフィット～

座長：大久保 ゆかり（東京医科大学）
沖山 奈緒子（東京医科歯科大学）

LS7-1 全身療法のファーストチョイスとしてのオテズラⓇ錠の使い方
自治医科大学 皮膚科 岸本 恵美

LS7-2 爪乾癬の診断と治療 日吉メディカルクリニック（横浜市） 齋藤 昌孝
〈共催：アムジェン株式会社〉

シンポジウム7 13：20～14：20
蜂窩織炎：いま、再度考える

座長：山﨑 修（島根大学）
坂井 博之（市立旭川病院）

SY7-1 壊死性軟部組織感染症を思索する 富山大学 皮膚科 鹿児山 浩
SY7-2 皮膚科医が知るべき抗菌薬の使い方 土浦協同病院 皮膚科 盛山 吉弘

シンポジウム13 14：30～15：30
皮膚科にも来た再生医療

座長：石河 晃（東邦大学）
藤田 靖幸（市立札幌病院）

SY13-1 皮膚科における自家培養表皮 北海道大学 皮膚科 夏賀 健
SY13-2 表皮水疱症に対する再生誘導医薬開発 大阪大学 再生誘導医学 玉井 克人
SY13-3 生体内修復幹細胞としてのMuse細胞の可能性 東北大学 細胞組織学分野 串田 良祐

スイーツセミナー6 15：40～16：40
アトピー性皮膚炎における効果的な外用療法のために

座長：山本 明美（旭川医科大学）
片桐 一元（獨協医科大学埼玉医療センター）

SS6-1 クリニックでの外用指導のコツを教えます！
すみかわ皮膚科アレルギークリニック（札幌市） 澄川 靖之

SS6-2 大学病院でのアトピー性皮膚炎治療における外用薬の使い方
東北医科薬科大学 皮膚科 川上 民裕

〈共催：大塚製薬株式会社〉



6月17日（土） ハンズオンセミナー会場 20F パールホールA・B

ハンズオンセミナー 13：20～14：20
座長：氏家 英之（北海道大学）

HS 奥深い化粧品入門 株式会社アルビオン 鈴木 翔多朗
〈共催：株式会社アルビオン〉



6月18日（日） 第1会場 3F ロイトンホールA・B

シンポジウム14 9：10～10：10
痤瘡：コマッタ時の一手

座長：林 伸和（虎の門病院）
米田 明弘（桑園オリーブ皮膚科クリニック）

SY14-1 国内外の動向から見た痤瘡治療の話題 東北大学 山﨑 研志
SY14-2 保険＆美容治療でざ瘡のコマッタを解決しよう

秋葉原スキンクリニック（東京都千代田区） 堀内 祐紀

シンポジウム19 10：15～11：15
アトピー性皮膚炎：新薬続々

座長：乃村 俊史（筑波大学）
澄川 靖之（すみかわ皮膚科アレルギークリニック）

SY19-1 新薬ラッシュが大学病院のアトピー診療にもたらしたもの 関西医科大学 皮膚科 谷崎 英昭
SY19-2 アトピー性皮膚炎新薬ラッシュ～クリニックでの使いこなし～

猿渡ひふ科クリニック（鹿児島市） 猿渡 浩

特別講演3【共通講習：医療経済（保険医療等）】 11：25～12：25
座長：江藤 隆史（あたご皮フ科/東京逓信病院）

SL3 診療報酬改定について 厚生労働省保険局医療課 橋本 尚英

ポスター賞 受賞者発表・表彰式 12：25～12：30

ランチョンセミナー8 12：35～13：35
クリニックだからできるPsA治療における早期診断と他科連携

座長：川村 龍吉（山梨大学）
奥山 隆平（信州大学）

LS8-1 乾癬性関節炎を早期に疑う皮膚科医の役割と、他科との連携の重要性
福島県立医科大学 皮膚科 山本 俊幸

LS8-2 皮膚科クリニックでのPsA（psoriatic arthritis）関節診察について
日本生命病院 リハビリテーション科・整形外科・乾癬センター 辻 成佳

〈共催：アッヴィ合同会社〉



シンポジウム24 13：45～14：45
どうぶつと皮膚・どうぶつの皮膚

座長：天谷 雅行（慶應義塾大学）
守内 玲寧（もりうち皮膚科医院）

SY24-1 ペットや家畜の皮膚科学アップデート 東京農工大学 動物生命科学部門 西藤 公司
SY24-2 どうぶつと皮膚疾患 市立札幌病院 皮膚科 藤田 靖幸

閉会式・次期会頭挨拶 14：45～14：55

6月18日（日） 第2会場 2F エンプレスホール

モーニングセミナー1 8：00～9：00
座長：福島 聡（熊本大学）

MS1 新時代はこの未来だ～アトピー性皮膚炎のバイオ治療『ボクを信じて』～
皮ふ科 野内クリニック（亀山市） 野内 伸浩

〈共催：サノフィ株式会社〉

シンポジウム15【共通講習：医療安全】 9：10～10：10
備えよう 医療事故と医療裁判

座長：森実 真（岡山大学）
阿久津 裕（札幌禎心会病院）

SY15-1 案件から学ぶ医療事故の対策と問題点 東邦大学医療センター大橋病院 皮膚科 向井 秀樹
SY15-2 訴えられた、どうすればいい？ 多恵皮ふ科（蕨市） 井上 多恵

シンポジウム20 アナライザー使用セッション 10：15～11：15
皮膚科救急医の選択：この急患。どうしますか？

座長：沢田 泰之（東京都立墨東病院）
保科 大地（小樽市立病院）

SY20-1 東京都立墨東病院 皮膚科 沢田 泰之
SY20-2 豊橋市民病院 皮膚科 須貝 達朗
SY20-3 札幌皮膚科クリニック（札幌市） 山口 泰之
SY20-4 町野皮ふ科（坂戸市） 町野 哲



ランチョンセミナー9 12：35～13：35
多様化する乾癬治療の適剤適処

座長：安部 正敏（札幌皮膚科クリニック）
岩田 浩明（岐阜大学）

LS9-1 Bio ナイーブ症例の乾癬治療～皮疹消失を目指した治療選択～
武岡皮膚科クリニック（丸亀市） 武岡 伸太郎

LS9-2 Psoriatic Disease（PsD）の視点から考える乾癬性関節炎の治療戦略
～TNF阻害薬で治療する意義について～

はるひ野皮フ科クリニック（川崎市）/聖マリアンナ医科大学 皮膚科 渡部 秀憲
〈共催：ユーシービージャパン株式会社〉

シンポジウム25 13：45～14：45
明日から使える！皮膚科エコー

座長：藤澤 康弘（愛媛大学）
北村 真也（たけだ皮膚科スキンケアクリニック）

SY25-1 日常診療に役立つ皮膚超音波検査 奈良県立医科大学 皮膚科 正畠 千夏
SY25-2 1人常勤でもできる市中病院での皮膚エコー 済生会松阪総合病院 皮膚科 欠田 成人

6月18日（日） 第3会場 2F リージェントホール

モーニングセミナー2 8：00～9：00
ニキビ治療に患者が求めることは？

座長：林 伸和（虎の門病院）
堀内 祐紀（秋葉原スキンクリニック）

MS2-1 ニキビ患者は何を求めて皮膚科を受診しているのか？
～患者ニーズに応えるニキビ治療のコツ～

新宿南口皮膚科（東京都新宿区）/東京医科大学 皮膚科 乃木田 俊辰
MS2-2 ニキビ・ニキビ痕に対するレーザー治療 順天堂大学 皮膚科 木村 有太子

〈共催：サンファーマ株式会社〉

シンポジウム16 9：10～10：10
接触皮膚炎最新情報（パッチテスト・アレルゲン）

座長：矢上 晶子（藤田医科大学ばんたね病院）
栁澤 健二（札幌厚生病院）

SY16-1 日常診療で活用するパッチテスト―パッチテスト用試薬とSSCI-Net を利用した原因の追求
藤田医科大学ばんたね病院 総合アレルギー科 鈴木 加余子

SY16-2 最近注目されているアレルゲン―知っておきたいアレルゲン情報とその活用法
ながたクリニック（新潟市）/藤田医科大学 アレルギー疾患対策医療学/新潟大学 皮膚科 伊藤 明子



シンポジウム21 アナライザー使用セッション 10：15～11：15
保険診療大討論会：地域性を踏まえて

座長兼シンポジスト：川田 暁（寺田萬寿病院/近畿大学 名誉教授）
五十嵐 敦之（いがらし皮膚科東五反田）
川嶋 利瑞（國分医院網走皮膚科クリニック）

SY21-1 いがらし皮膚科東五反田（東京都品川区） 五十嵐 敦之
SY21-2 國分医院網走皮膚科クリニック（網走市） 川嶋 利瑞
SY21-3 寺田萬寿病院 皮膚科/近畿大学 名誉教授 川田 暁

ランチョンセミナー10 12：35～13：35
日常診療に役立つ！皮膚バリアとかゆみのマネジメント

座長：久保 亮治（神戸大学）
天野 博雄（岩手医科大学）

LS10-1 夏場の皮膚バリアケアの重要性 筑波大学 皮膚科 乃村 俊史
LS10-2 ネモリズマブ自験例から考える、クリニックにおけるアトピー性皮膚炎の新規治療

野田阪神駅前いまい皮フ科小児皮フ科アレルギー科（大阪市） 今井 康友
〈共催：マルホ株式会社〉

シンポジウム26 13：45～14：45
回避せよ！下肢切断

座長：高山 かおる（済生会川口総合病院）
月永 一郎（福住皮膚科クリニック）

SY26-1 クリニック開業の先生への提言、サブスペシャリティとしての「足病皮膚科」の魅力と3つの利
益とは 下北沢病院 皮膚科 久道 勝也

SY26-2 下肢救済、皮膚科医に求めるもの 市立札幌病院 形成外科 下肢救済センター 堀内 勝己

6月18日（日） 第4会場 2F ハイネスホール

モーニングセミナー3 8：00～9：00
座長：中川 秀己（あたご皮フ科/東京慈恵会医科大学）

MS3 アトピー性皮膚炎治療の歴史を振り返って―非ステロイド外用薬の概念の変革を迎えて―
あたご皮フ科（東京都港区）/東京逓信病院 皮膚科 江藤 隆史

〈共催：鳥居薬品株式会社〉

シンポジウム17 9：10～10：10
診療科のはざまでPart 1

座長：岩田 浩明（岐阜大学）
羽賀 直哉（羽賀スキンケアクリニック）

SY17-1 皮膚科に関わる歯科領域疾患～医科歯科連携の重要性
北海道大学 口腔診断内科学教室 北川 善政

SY17-2 皮膚科診断に役に立つ整形外科の知識―骨軟部腫瘍外科医の視点から―
北海道大学 整形外科 松岡 正剛



シンポジウム22 10：15～11：15
診療科のはざまでPart 2

座長：松下 貴史（金沢大学）
菅野 恭子（旭川医科大学）

SY22-1 新しい自己炎症性疾患VEXAS症候群について 横浜市立大学 幹細胞免疫制御内科学 桐野 洋平
SY22-2 皮膚科医に知っておいて欲しいHIV感染症の四方山話 北海道大学 血液内科 遠藤 知之

ランチョンセミナー11 12：35～13：35
アトピー性皮膚炎治療のために開発されたサイバインコの有用性

座長：室田 浩之（長崎大学）

LS11-1 アトピー性皮膚炎治療におけるSDMとサイバインコの有効性 近畿大学 皮膚科 大塚 篤司
LS11-2 アトピー性皮膚炎患者の治療アドヒアランスを上げる 広島大学 皮膚科 田中 暁生

〈共催：ファイザー株式会社〉

シンポジウム27 13：45～14：45
最近話題の皮膚疾患

座長：山本 俊幸（福島県立医科大学）
山本 明美（旭川医科大学）

SY27-1 Morbihan 病を巡るいくつかの問題点と、眼瞼浮腫をきたす他疾患との鑑別
福島県立医科大学 皮膚科 山本 俊幸

SY27-2 炎症性爪疾患の見分け方 北赤羽さきやま皮膚科（東京都北区） 崎山 とも
SY27-3 皮膚疾患・症状に見られるモザイクの考え方 神戸大学 皮膚科 久保 亮治

6月18日（日） 第5会場 2F クリスタルルームA

モーニングセミナー4 8：00～9：00
新しいUVB-LED光線療法でサステナブルな治療を！

座長：安部 正敏（札幌皮膚科クリニック）
藤田 英樹（日本大学板橋病院）

MS4-1 皮膚科クリニックにおける新・三種の神器 UVB-LED光線療法
池袋西口ふくろう皮膚科クリニック（東京都豊島区） 藤本 智子

MS4-2 治療に困る皮膚疾患に光線療法を活用しよう 済生会川口総合病院 皮膚科 高山 かおる
〈共催：ウシオ電機株式会社〉

シンポジウム18 9：10～10：10
薬疹：最近のトレンド

座長：杉田 和成（佐賀大学）
清水 聡子（市立札幌病院）

SY18-1 重症薬疹のトピックス 山梨大学 皮膚科 小川 陽一
SY18-2 抗悪性腫瘍薬による皮膚障害アップデート 横浜市立大学 皮膚科 山口 由衣
SY18-3 乾癬発症・悪化の裏に薬剤あり 日本大学 皮膚科 藤田 英樹



シンポジウム23 10：15～11：15
虫と寄生虫の世界

座長：夏秋 優（兵庫医科大学）
橋本 喜夫（旭川厚生病院）

SY23-1 皮膚科昆虫記＝ノミ・ハチ・マダニ刺症のニッチな話＝
宮内皮フ科クリニック（松山市） 宮内 俊次

SY23-2 ゲノム解析と統計モデリングから炙り出すマダニの潜在リスク 北海道大学 獣医学院 中尾 亮

ランチョンセミナー12 12：35～13：35
座長：橋本 喜夫（旭川厚生病院）

LS12 皮膚科領域における十味敗毒湯と白虎加人参湯の活かし方
ほう皮フ科クリニック（倉敷市） 許 郁江
〈共催：クラシエ薬品株式会社〉

シンポジウム28 13：45～14：45
高齢化と皮膚科

座長：清水 忠道（富山大学）
廣﨑 邦紀（北海道医療センター）

SY28-1 医療継承して良かったこと大変だったこと 伊藤皮膚科医院（苫小牧市） 伊藤 幹
SY28-2 高齢者にみられる肌の変化と皮膚疾患の特徴 東京都健康長寿医療センター 皮膚科 種井 良二

6月18日（日） 第6会場 2F クリスタルルームB

モーニングセミナー5 8：00～9：00
座長：氏家 英之（北海道大学）

MS5 虫刺症の臨床―皮膚炎と瘙痒の治療と対策― 兵庫医科大学 皮膚科 夏秋 優
〈共催：大鵬薬品工業株式会社〉

乾癬・アトピー性皮膚炎の分子標的薬安全対策講習会 9：10～10：40
座長：佐伯 秀久（日本医科大学）

ビデオ講演 【演題1】注意すべき副作用と安全対策 東京慈恵会医科大学 皮膚科 朝比奈 昭彦
ビデオ講演 【演題2】生物学的製剤投与時に併発する呼吸器疾患、特に呼吸器感染症への対策

東北文化学園大学医療福祉学部抗感染症薬開発研究部門 渡辺 彰
【演題3】JAK阻害内服薬使用上の注意点 札幌皮膚科クリニック（札幌市） 安部 正敏



ランチョンセミナー13 12：35～13：35
SUN Dermatology Seminar

座長：山﨑 研志（東北大学）
尾藤 利憲（びとう皮膚科クリニック）

LS13-1 乾癬併存疾患の新しい話題と診療ストラテジー 横浜市立大学 皮膚科 山口 由衣
LS13-2 乾癬バイオはクリニックで活きる 猿渡ひふ科クリニック（鹿児島市） 猿渡 浩

〈共催：サンファーマ株式会社〉

シンポジウム29 13：45～14：45
希少疾患かもと思ったら

座長：澤村 大輔（弘前大学）
肥田 時征（札幌医科大学）

SY29-1 診断がつかない患者さんを診たら 札幌医科大学 遺伝医学 櫻井 晃洋
SY29-2 「それって遺伝性疾患ですよね？」～シマウマはどこにいる 東京医科大学 皮膚科 堺 則康

6月18日（日） 第7会場 2F クリスタルルームC

モーニングセミナー6 8：00～9：00
ハイシーズンを迎えた足・爪白癬について考える～明日から使える診断・治療のコツ～

座長：五十嵐 敦之（いがらし皮膚科東五反田）

MS6-1 爪白癬の診断～爪白癬治癒へのファーストステップ～
帝京大学溝口病院 皮膚科/帝京大学 医真菌研究センター 下山 陽也

MS6-2 爪白癬を治癒に導くために～診療所での爪白癬外用療法を中心に～
楠原皮膚科医院（福岡市） 楠原 正洋
〈共催：科研製薬株式会社〉

学校保健・在宅医療委員会コラボセッション 9：10～11：10
座長：原田 栄（原田皮膚科クリニック）

袋 秀平（ふくろ皮膚科クリニック）

SH-1 学校生活において注意が必要な虫の知識と対処法 兵庫医科大学 皮膚科 夏秋 優
SH-2 発汗障害に悩む学生と学校と医師のかかわり

池袋西口ふくろう皮膚科クリニック（東京都豊島区） 藤本 智子
SH-3 皮膚科のオンライン診療 なおこ皮膚科クリニック（東京都世田谷区） 服部 尚子
SH-4 なぜあなたは往診するの？～なぜあなたは往診しないの？

ふくろ皮膚科クリニック（横浜市） 袋 秀平



ランチョンセミナー14 12：35～13：35
実臨床で見えてきたホスラブコナゾールの実力
～リアルワールドエビデンスを踏まえた最新治療～

座長：宇原 久（札幌医科大学）

LS14-1 実臨床におけるネイリンの有用性
―外用薬からの切り替え治療の有用性に焦点を当てて―

南外科泌尿器科 皮膚科（東京都墨田区） 南 健
LS14-2 実臨床におけるネイリンの有用性

―再投与に関する多施設共同臨床研究結果も含めて― 仲皮フ科クリニック（川越市） 仲 弥
〈共催：佐藤製薬株式会社/エーザイ株式会社〉

シンポジウム30 13：45～14：45
サルでも分かる自己炎症性疾患

座長：杉浦 一充（藤田医科大学）
柳 輝希（北海道大学）

SY30-1 自己炎症性疾患の考え方 兵庫医科大学 皮膚科 金澤 伸雄
SY30-2 どんな時にクリオピリン関連周期熱症候群（CAPS）を疑ってどう検査を進めるか？

大阪医科薬科大学 皮膚科 福永 淳
SY30-3 壊疽性膿皮症からみえる自己炎症性疾患 日本大学 皮膚科 葉山 惟大

6月18日（日） 市民公開講座会場 1F キャッスル

市民公開講座 13：00～14：30
～最新の知識で健やかな皮膚を手に入れよう～

座長：川嶋 利瑞（國分医院網走皮膚科クリニック）

市民1 乾癬は全身性の病気です。 高木皮膚科診療所（帯広市） 高橋 英俊
市民2 水虫って何？～正しい知識で正しく向き合おう 小林皮膚科クリニック（札幌市） 有田 賢
市民3 アトピーが治る時代がやってきた すみかわ皮膚科アレルギークリニック（札幌市） 澄川 靖之

6月18日（日） コメディカルシンポジウム会場 20F パールホール

コメディカルシンポジウム 9：10～11：10
皮膚科外来診療のキホン

座長：佐藤 博子（前福島県立医科大学）
本間 大（旭川医科大学）

CSY-1 外用薬と外用方法の基本～患者指導の要点を踏まえて～ 美幌皮膚科（美幌町） 八鍬 里奈
CSY-2 使って見よう、ダーモスコピー 美しが丘じんぼ皮膚科（札幌市） 神谷 崇文
CSY-3 当院で行っている足の処置 もりうち皮膚科医院（札幌市） 守内 玲寧
CSY-4 当院の生物学的製剤使用患者との関わり

廣仁会 豊水総合メディカルクリニック（札幌市） 澤野 友香



一般演題（ポスター）3F ロイトンホールC・D

ポスター閲覧：6月17日（土）12：00～19：00
18日（日） 8：00～13：30

討論：6月17日（土）19：00～19：20

1 成人アトピー性皮膚炎に対するデュピルマブの有効性および安全性の検討
東邦大学医療センター大橋病院 皮膚科 福田 英嗣

2 新規治療薬で治療中のアトピー性皮膚炎患者の治療満足度調査
医療法人 Pallet 上田皮ふ科（大村市） 上田 厚登

3 下肢のみで寒冷誘発試験陽性を示した後天性局所性寒冷蕁麻疹
朝日大学病院 皮膚科 八軒 秀樹

4 ラズベリーによるアナフィラキシーの1例
岡山大学 皮膚科 赤松 由規

5 抗凝固および抗血栓療法、圧迫療法が奏功したリベド血管症の1例
立川病院 皮膚科 新谷 悠花

6 エルロチニブ（EGFRチロシンキナーゼ阻害薬）により生じた血管炎の1例
北海道大学 皮膚科 挽地 史織

7 インフルエンザワクチンの接種後に好酸球性血管性浮腫を発症した1例
福島県立医科大学 皮膚科 向山 竜人

8 Paget-Schroetter 症候群の1例
横浜総合病院 皮膚科 鈴木 琢

9 深部解離性皮下血腫の当科経験例
横浜総合病院 皮膚科 鈴木 琢

10 「床ずれ予防プログラム」で在宅褥瘡から護る
桐生厚生総合病院 皮膚科 岡田 克之

11 当科における帯状疱疹診療の実際（2022年）
横浜総合病院 皮膚科 鈴木 琢

12 脳神経麻痺を生じた帯状疱疹の2例
旭川医科大学 皮膚科 宮澤 愛梨

13 「宮崎県支部制作ポスター」
日本臨床皮膚科医会宮崎県支部/宮崎県皮膚科医会 外山 望

14 プレドニゾロン漸減中に生じた殿部サイトメガロウイルス性潰瘍の2例
自治医科大学 皮膚科 山本 史徳

15 小児多系統炎症性症候群の1例
帯広厚生病院 皮膚科 奈良平 敦司

16 HPV4価ワクチンが奏効した陰茎部尖圭コンジローマの1例
東京大学 皮膚科 飯田 玲美

17 成人アトピー性皮膚炎に認めたデュピルマブ導入による伝染性軟属腫の消退
さいたま市立病院 皮膚科 齋藤 京

18 成人アトピー性皮膚炎に併発した難治性伝染性軟属腫の1例
市立吹田市民病院 皮膚科 越智 沙織

19 横浜市内の皮膚感染症患者を対象とした強毒型MRSAのサーベイランス
横浜西口菅原皮膚科（横浜市）/横浜市皮膚科医会/東京薬科大学薬学部臨床微生物学 三上 万理子

20 智歯感染を契機に側頭部に広範な皮下膿瘍を生じた1例
自治医科大学さいたま医療センター 皮膚科 石津 久実佳

21 Mycobacterium genavense による限局性の皮膚感染症を呈した1例
北海道大学 皮膚科 黒澤 卓

22 紅斑の出現と自然消退を繰り返し診断に苦慮したBazin 硬結性紅斑の1例
済生会川口総合病院 皮膚科 五明 美樹



23 Microsporum canis による体部白癬の親子例
岐阜大学 皮膚科 辻 正志

24 Pseudo-Hutchinson’s sign を示した爪カンジダ症の1例
桐友クリニック新松戸（松戸市） 深山 麻衣子

25 ナミニクバエによる爪甲下 蛆病
さいたま市民医療センター 皮膚科 宮田 聡子

26 多施設を受診するも診断に苦慮した角化型疥癬の1例
高知大学 皮膚科 畠中 優

27 北海道在住者におけるシラウオ生食による皮膚爬行症
札幌医科大学 皮膚科 阿部 貴彦

28 当院における中毒疹、統計と口腔病変との関連性
泉中央皮ふ科クリニック（仙台市） 原 正啓

29 内服ビタミンB1誘導体による播種状紅斑丘疹型薬疹の1例
東海大学 皮膚科 高橋 伸大

30 がん薬物療法で起こる各種爪障害に対する症状マネジメント
国立がん研究センター中央病院 皮膚腫瘍科 山崎 直也

31 高フェリチン血症を伴ったミノサイクリン塩酸塩による色素沈着症の1例
市立吹田市民病院 皮膚科 黒崎 友木穂

32 ピタバスタチンCa水和物による脱毛症2例
山形市立病院済生館 皮膚科 角田 孝彦

33 臍帯血移植後に生じた生着前症候群の1例
浜松医科大学 皮膚科/米国国立衛生研究所 坂本 慶子

34 顔面の帯状疱疹の発症が受診契機となり診断につながった IgG4関連疾患の1例
牧田総合病院 皮膚科 北見 由季

35 全身性強皮症に伴う限局性強皮症様皮疹にトシリズマブが著効した1例
東北大学 皮膚科 山本 惇

36 多発潰瘍により摂食困難となった骨髄異形成症候群に伴う壊疽性膿皮症
国際医療福祉大学 皮膚科 乗松 雄大

37 ビメキズマブが著効した膿疱性乾癬の1例
一宮市立市民病院 皮膚科 村上 めぐみ

38 COVID19ワクチン接種後に生じた膿疱性乾癬の1例
福島県立医科大学 皮膚科 草野 美沙希

39 開業医診療情報 database を用いた尋常性乾癬の治療実態調査（DEFENDER Study）
島田ひふ科（鹿児島市） 島田 辰彦

40 大阪府下の乾癬治療ネットワークの現状・変遷―第3回アンケート調査結果
日本生命病院 皮膚科 東山 眞里

41 山口大学皮膚科乾癬外来における診療状況
山口大学 皮膚科 山口 道也

42 乾癬性関節炎治療のショートリリーフとしての顆粒球・単球吸着療法
朝日大学病院 皮膚科 清島 真理子

43 当院で行っている角化異常症の遺伝子解析研究
自衛隊中央病院 皮膚科/国家公務員共済組合連合会三宿病院 皮膚科/東京大学 人類遺伝学 東野 俊英

44 X連鎖性魚鱗癬の2例
筑波大学 皮膚科 高野 彩

45 ブロダルマブが著効した毛孔性紅色粃糠疹続発性紅皮症の1例
函館中央病院 皮膚科 島野 麻由奈

46 成人線状苔癬の1例
日本生命病院 皮膚科 佐藤 祥奈

47 難治性落葉状天疱瘡の1例
日本医科大学病院 皮膚科 井渕 善聖



48 コロナワクチン接種後に生じリツキシマブが有効であった落葉状天疱瘡の1例
東邦大学医療センター大橋病院 皮膚科 松本 千夏

49 基底膜タンパク複合体を利用したELISAで診断し得た粘膜類天疱瘡の1例
北海道大学 皮膚科 眞井 翔子

50 非典型溶血性尿毒症症候群を合併した水疱性類天疱瘡の1例
筑波大学 皮膚科 大矢 和正

51 落葉状天疱瘡の経過中に水疱性類天疱瘡を発症した1例
大阪公立大学 皮膚科 井上 美琴

52 歯性感染症の治療により改善を認めた肉芽腫性口唇炎の2例
平塚市民病院 皮膚科 兵頭 麻里

53 Childhood granulomatous periorificial dermatitis の 1例
東京歯科大学市川総合病院 皮膚科 早川 道太郎

54 10年前に脂漏性角化症と診断された黒色結節が有棘細胞癌に悪性転化した症例
一宮市立市民病院 皮膚科 堀田 美麗

55 脂漏性角化症の増加を契機に診断に至った臍部腹壁の血管肉腫
東京歯科大学市川総合病院 皮膚科 馬場 裕子

56 術後再発した左側胸部高分化型脂肪肉腫の1例
筑波大学 皮膚科 安重 佳祐

57 造血幹細胞移植にて治療したHAVCR2変異皮下脂肪織炎様T細胞リンパ腫
大阪大学 皮膚科/高知大学 皮膚科 森坂 広行

58 顔面の多発性結節を呈したMTX関連リンパ増殖性疾患の1例
黒部市民病院 皮膚科 大石 直人

59 悪性転化した陰嚢部粉瘤の1例
自治医科大学さいたま医療センター 皮膚科 新井 優希

60 急性骨髄性白血病治療の10年後に発症した多発性エクリン汗孔腫
朝日大学病院 皮膚科 古川 拓磨

61 シクロスポリン誘発性脂腺増殖症に色素レーザーが有効であった症例
富山大学 皮膚科 虎井 僚太郎

62 当院における酒 とその周辺疾患に対するロゼックスゲルの使用経験
星が丘瀬川皮膚科クリニック（花巻市） 瀬川 郁雄

63 桂枝茯苓丸を併用した酒さ様皮膚炎の3例
岡山大学 皮膚科 高須賀 琴巳

64 劇症型ざ瘡の1例
大阪医科薬科大学 皮膚科 金田 一真

65 円形脱毛症に対するバリシチニブの有効性と安全性の検討
東京医科大学 皮膚科 沼田 貴史

66 思春期に切除した右側頭部先天性三角形脱毛症の1例
自治医科大学さいたま医療センター 皮膚科 福井 伶奈

67 腋窩多汗症の治療の現状と選好性
菅井皮膚科パークサイドクリニック（宇都宮市）/東海大学 皮膚科 菅井 順一

68 原発性腋窩多汗症の治療効果と継続性の検討
菅井皮膚科パークサイドクリニック（宇都宮市） 菅井 順一

69 原発性腋窩多汗症におけるソフピロニウムの臨床的有効性と患者満足度調査
愛知医科大学 皮膚科 渡辺 瞳

70 手掌多汗症におけるオキシブチニンローション長期投与時の有効性及び安全性
池袋西口ふくろう皮膚科クリニック（東京都豊島区） 藤本 智子

71 当院1年間で経験した陥入爪・巻き爪306例の検討
宮下皮膚科形成外科（姫路市） 宮下 正人

72 両第1趾に生じた retronychia の 1例
済生会横浜市東部病院 皮膚科 高橋 ちあき



73 ジェルネイルとアクリル樹脂人工爪（鯨岡法）による巻き爪矯正
赤穂市民病院 皮膚科 和田 康夫

74 類縁疾患との鑑別を要したロイス・ディーツ症候群の1例
大阪大学 皮膚科 吉岡 華子

75 ヒアルロン酸ゲル注入後の長期的陥凹形態の変化と持続性の検討
船橋ゆーかりクリニック（船橋市） 寺田 伸一

76 適正な保険診療の徹底は皮膚科診療の質を向上させる
筑波大学 医療情報マネジメント学 古田 淳一

77 小学生保護者アンケートから見えた学童への足育の必要性
春日後楽園皮フ科（東京都文京区）/一般社団法人足育研究会 秋野 愛

78 日本臨床皮膚科医会学校保健委員会 令和4年度活動報告
日本臨床皮膚科医会 学校保健委員会 原田 栄








